
ニュース映像における人物・背景領域を分割した特徴量解析による内容推定
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概要� 日々放送される映像量の増大につれ，それらを再利用や検索に供するための自動索引付けの

需要が高まっている．筆者らは特に索引付けの価値が高いと思われるニュース映像を対象に，従来の

類似研究で軽視されがちであった，画像内容と索引との対応を考慮した索引付け手法を提案している．

本稿では，そのような対応の考慮に必要となる，画像特徴量からの画像内容推定手法を紹介し，推定

対象をニュース番組に頻出する場面に限定した簡単な実験により，その有効性を検証する．
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� はじめに

��� 背景と目的

日々放送される映像量の増大につれ，それらの映像

を再利用や検索に供するために，自動索引付けの必要

性が高まっている．特に，内容の実用的価値や速報性

の点から，ニュース映像への自動索引付けの需要が高

いと思われる．

このような需要に応えるべく，��
�
����� プロジ

ェクト ���	���
  ! の "���#��#������ システム

���	���
 $! のように，ニュース映像への自動索引付

けに関する研究が盛んに行なわれている．しかし，そ

れらの手法の多くは，映像に付随する言語情報から比

較的単純な手法で索引となり得る語句を抽出するのみ

であり，画像内容と索引との対応が考慮されていない．

そこで我々は，索引を付与する際に，画像内容と索

引との対応を考慮した索引付け手法を提案している．

本稿では，そのために必要となる，画像特徴量からの

画像内容推定手法を紹介し，推定対象をニュース映像

に頻出する場面に限定した簡単な実験により，その有

効性を検証する．
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��� 画像内容を考慮した索引付け機構

図 %に，画像内容を考慮した索引付け機構の全体像を

示す．この機構では，画像と索引の候補となる映像に付

随するテキストの両メディアに対し，（%）いつ（����），

（&）どこで（���
�），（'）誰が（���），（(）何を（����）

の (種類，いわゆる (�と呼ばれる属性レベルでの対

応を考慮することで，画像内容と索引との対応を保証

する．これらの属性のみでは一般的な映像に適用する

には不十分であるが，ニュース映像に対しては，これ

らによる検索に限定することは妥当であると考える．

このような対応を考慮する際には，画像特徴量と画

像内容との関係に関する知識の利用が不可欠となる．

これらの属性のうち，（%）に関しては比較的画像との

関連が薄い属性であるため，議論から省く．（'）に関し

ては，)����らによる "���#��システム �)����  !に

より，（(）に関しては "�*���
�ら �"�*���
� +!や

筆者ら �井手   !がショット分類による大まかな内容推

定と対応付けを実現している．

そこで，本稿では，（&）に関する対応を考慮するた

めに必要となる知識，すなわち画像特徴量と画像内容

（この場合は場面）の関係の獲得と，獲得した知識に基

づく実映像の場面推定実験の結果を示す．知識ベース

の内容は，画像特徴量と画像内容との関係に関する知

識であれば，明示的に記述された規則でも良いが，本









図 /, 同一画像内容の追跡

� 場面推定実験

以上のような画像特徴量から画像内容を推定する機

構の実現可能性を調べるために，背景領域の画像特徴

量から場面を推定する実験を行った．

実験には，%.分間の全国版ニュース映像 &-本，合計

'--分間の映像を用いた．この映像中には %�.(&ショッ

トが存在したが，訓練事例として同一場面毎に一定量

のデータが必要なため，この中で頻出する国内政治関

連の場面とスタジオに限定した場面推定を行った．具

体的には，（%）閣議前室，（&）記者会見室，（'）スタジ

オ，（(）その他の場面が登場する合計 /. ショットを用

い，（(）を除く各場面から評価用事例を %� &ショット

選択し，残りの /.(ショットを訓練事例として用いた．

表 %に，各場面分類毎の事例数を人物領域の有無に分

けて示す．

表 %, 場面分類毎の事例数：カッコ内は評価事例数

場面分類 人物有 人物無 合計

（%） 閣議前室 %$ 9%: %- 9%: &$ 9&:

（&） 記者会見室 %% 9%: / 9%: %+ 9&:

（'） スタジオ &(- 9%: - 9-: &(- 9%:

（(） その他 %&/ 9-: &($ 9-: '+( 9-:

合計 ' . 9': &/( 9&: /. 9.:

なお，画像特徴量として，（%）/(次元の色ヒストグ

ラム，（&）%�-&(次元の色コリログラムの &通りを用い

た場合に分けた実験結果を示す．

図 +に示すように，人物領域がある画像については

領域分割による背景領域の特徴量を，ない画像につい

ては全領域の特徴量を用いて類似度評価を行った．な

図 +, 場面推定実験の類似度評価条件

お，領域分割の効果を検証するために，前者について

も，分割を行った場合と行わなかった場合を比較した．

また，分割を行った場合でも，人物の存在の有無を含

めた場面の推定という観点から，分割を行ったものに

限定した類似度評価も併せて行った．

��� 実験結果と考察

以上の実験条件のもとに，評価事例の訓練事例に対

する類似度から，場面推定を行った．その結果を表 &�

'に示す．



表 &, 場面推定実験の結果（人物領域がある評価事例）

訓練 類似度上位 �位中の正解数

評価事例の場面分類 事例 色ヒストグラム 色コリログラム

数 �� � �� � �� � ���� �� � �� � �� � ����

（%） 閣議前室 （分割なし） &/ -= % -= ' -= . -=%- -= % -= ' -= . %=%-

（分割あり） &/ -= % -= ' %= . %=%- -= % %= ' %= . &=%-

（分割あり限定） %+ -= % %= ' &= . (=%- �= % %= ' �= .  =%-

（&） 記者会見室 （分割なし） %. -= % -= ' %= . '=%- -= % -= ' -= . %=%-

（分割あり） %. -= % �= ' �= . (=%- -= % %= ' �= . (=%-

（分割あり限定） %- �= % �= ' �= .  =%- -= % %= ' �= . (=%-

（'） スタジオ （分割なし） &' �= % �= '  = . !=%- �= % �= '  = . �"=%-

（分割あり） &' �= % �= ' �= . #=%- �= % �= '  = . $=%-

（分割あり限定） &' �= % �= '  = . !=%- �= % �= '  = . !=%-

表 ', 場面推定実験の結果（人物領域がない評価事例）

訓練 類似度上位 �位中の正解数

評価事例の場面分類 事例 色ヒストグラム 色コリログラム

数 �� � �� � �� � ���� �� � �� � �� � ����

（%） 閣議前室 （分割なし） &/ �= % %= ' %= . &=%- �= % %= ' %= . %=%-

（分割あり） &/ �= % %= ' %= . &=%- �= % %= ' %= . '=%-

（&） 記者会見室 （分割なし） %. -= % -= ' -= . -=%- -= % -= ' %= . %=%-

（分割あり） %. -= % -= ' -= . -=%- -= % -= ' -= . -=%-

類似度からの場面推定には様々な基準が考えられる

が，ここでは，*近傍法で類似度が上位 *位のデータ

中の過半数を占めるものを解答とし，この基準に従っ

て正解と判定される結果を表 &� '中に太字で強調して

示した．

この結果から，以下に列挙するような事項が言え，提

案手法の有効性が示された．

� 色ヒストグラムに対する色コリログラムの優位性

� 人物領域がある場合の人物領域分割による背景領

域分離の有効性

� 背景領域の画像特徴量のみならず人物の存在の有

無を含めた「場面」の定義の優位性

� おわりに

本稿では，筆者らが提案する，画像内容を考慮した

索引付け手法を紹介し，その実現のために必要となる，

画像特徴量と画像内容との関係に関する知識ベースに

基づいた画像内容推定手法を提案するとともに，簡単

な実験を通じてその有効性を確認した．特に理想的な

証明条件下で正面顔で撮影されたスタジオ内のキャス

タについては，領域分割以降の処理を完全に自動化し

たうえで正しい推定が行えた．

実験の結果，人物領域がある場合に，人物領域分割

なしでは画像特徴量の類似度を用いて推定し得なかっ

た場面が，人物領域分割を行うことにより推定できる

場合があることが示された（特に類似度上位 .位の過

半数で判定した場合）．

また，単純に背景領域の画像特徴量のみから判断す

るのではなく，前景における人物の存在の有無という

特徴量を含めた「場面」の定義が有効であることがう

かがえた．

このような特徴量の組合せや適性を考慮した類似度

判定手法を導入する必要があり，今後は，場面分類毎

の各特徴量の重要性を各特徴量の分布などから判定し，



それらを考慮して各特徴量の類似度に重み付けをした

類似度判定法の導入を検討している．

更に他の画像特徴量の導入も考えており，色彩に関

するものでも，現行の 123 色空間を線型に分割した

ものではなく，>)�空間に変換し，色相（>）での色

ヒストグラムや色コリログラム，明度（�）の利用など

を考えている．

なお，本稿では同一画像内容の追跡実験は行ってい

ないが，同様の類似度評価により，同一内容の遷移を

追跡できるものと考えている．
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